
























































































































































































































































































































































































































５ 図Ａ  「りんご」作者：Reinhard Döhl. 引用：Hans-Joachim Willberg, Arbeitstexte für den 
Unterricht: Deutsche Gegenwatslyrik, Reclam, 1989, p. 93.
  図Ｂ  「潮の満干」作者：Tim Ulrichs. 引用：Eugen Gomringer編，Konkrete poesie, Reclam, 
1972, p. 139.
  図Ｃ 「秩序の中の無秩序」作者、引用ともに図３に同じ。p. 142.









Anais.pdf, ISBN978-65-86005-00-4, pp. 241‒256、本学会のテーマは、「日本文化の特異性と新
展開」）。翻訳の労を務めて下さったサンパウロ大学教授・ネイデ・ヒサエ・ナガエ先生に深
謝申し上げる。
　なお、講演後の質疑応答では、活発な意見交換がなされた。『ハイカイとパフォーマンス』
の著者・ホベルソン教授も質問に立ち、「自分はハイカイをパフォーマンスで表現したが、
日本の俳諧・連歌が複数で行なわれていたことは知らなかった」と述べた。壇上を降りてか
らも、数十名の研究者、日本語教育者に囲まれ、ブラジルのハイカイ（ポルトガル語による
ハイク）が、これほど魅力的なものだとは知らなかったという感想が寄せられた。自国の文
化の豊かさに気がついて感動したという感想がほとんどだったが、筆者は逆に、ブラジルの
（73）
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多彩な「ハイカイ」のありかたを知ることによって、日本の韻文の伝統や現代日本の俳句の
ありかたがくっきりと浮かび上がってくる感覚を抱いた。ブラジルから眺めることによっ
て、外の視点から日本を捉えなおすことができたように思う。
